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2018-2019 年度 ＲＩ会長 挨拶 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018-2019 年度 国際ロータリー会長 

バリー・ラシン（BARRY RASSIN） 
 

113 年前の創設以来、ロータリーの役割は、世界

において、また会員の人生において、絶えず進化し

てきました。ロータリーはその初期、会員が親睦と

友情を見つけ、地域社会で人びととのつながりを

築く方法を提供していました。その後ほどなくして、

ロータリーに奉仕が芽生え、組織の成長とともにそ

の影響も膨らんでいきました。間もなく、ロータリー

財団の支えもあって、ロータリーの奉仕は世界中の

家族や地域社会の人びとの生活を変えていくよう

になりました。活動の成果を高めるために、他団体

とのパートナーシップや奉仕の重点分野を生み出

しました。各国政府、国際団体、無数の地元や地域

の保健当局と協力して、世界最大の官民協同によ

る保健の取り組み、ポリオ撲滅にも乗り出しました。

ますます多くの会員が、友情だけでなく、人助けの

ために行動する方法を求めてロータリーにやって

くるようになりました。 

 

ロータリーは今も、そしてこれからもずっと、ポ

ール・ハリスが思い描いた団体であり続けます。そ

れは、この地球上のあらゆる国の人たちが手を取

り合い、自分を超えた素晴らしいことを生み出せる

場所です。その一方で、今日のロータリーは、類ま

れな不朽の価値を提供してくれます。それは、才能、

そして世界を変えようという熱意をもつ人たちの

世界的なネットワークの一員となれるチャンスです。

私たちは、地域社会で行動する力が世界的な影響

を生み出し、力を合わせればたいていのことを実

現できる能力とリソースを兼ね備えています。 

 

全世界で、ロータリーはかつてないほど重要な

存在となっており、より良い世界を築くその潜在能

力は莫大です。残念なことに、ロータリーがどんな

団体で、どんな活動をしているのかを十分に理解し

ている人は多くありません。私たちのクラブ内でさ

え、多くのロータリアンがロータリーについて十分

に知らず、ロータリー会員であることの恩恵を十分

に享受していません。 

 

ロータリーの奉仕は、人びとの人生、そして地域

社会を変えるものです。真に変化を生み出す奉仕

をもっと実現するために、私たちは、ロータリーで

の自分の役割、そして世界におけるロータリーの役

割を、これまでとは違う角度でとらえる必要があり

ます。公共イメージにもっと重点を置き、ソーシャル

メディアを活用して会員基盤を築き、奉仕のスケー

ルアップを助長してくれるパートナー組織に注目し

てもらう必要があります。より持続可能な影響をも

たらす大きなプロジェクトに力を注ぎ、ロータリー

年度や任期を超えた活動の研究と計画に時間を費

やす必要があります。一番大切なのは、前向きな変

化を生み出し、私たちが今日直面する課題に勇気

と希望、そして創造性をもって正面から立ち向かう

意欲を、クラブ、地域社会、そして組織全体から引

き出すための「インスピレーション」となる必要があ

るのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ポール・ハリスが述べたように「ロータリーは、世

界平和の縮図であり、国々が従うべきモデル」です。

私にとって、ロータリーは、単なる「モデル」ではな

く、インスピレーションです。ロータリーは、可能性を

指し示し、そこに到達する意欲を引き出し、行動を

通じて世界の「インスピレーションになる」ための道

を拓いてくれるのです。 



 

 

2018-2019 年度 ＲＩ会長紹介 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バリー・ラシン（BARRY RASSIN） 

 

イーストナッソーロータリークラブ所属 

バハマ ニュープロビデンス島 

フロリダ大学で保健・病院運営の MBA を取得し、医療教育機関である American College of 

Healthcare Executives でバハマ初の特別研究員となりました。院長として 37 年間務めた医

療機関 Doctors Hospital Health System を最近退職し、現在は顧問を務めています。全米病

院協会の生涯会員で、Quality Council of the Bahamas、Health Education Council、Employer’s 

Confederation など複数の団体の理事・委員長も務めました。 

 

1980 年にロータリー入会。RI 理事を経て、現在はロータリー財団管理委員会の副管理委員長

を務めています。また、RI 研修リーダーと K.R. ラビンドラン 2015‐16 年度 RI 会長のエイド

も経験しました。 

 

ロータリー最高の賞である RI 超我の奉仕賞のほか、2010 年ハイチ地震後のロータリーによ

る災害救援活動を統率したことにより多くの人道賞を受賞しています。また、エスター夫人と

ともに、ロータリー財団のメジャードナー、遺贈友の会会員でもあります。 

 

ラシン氏は会長として、公共イメージの向上と、ロータリーのインパクトを広げるためのデジタ

ルツールの活用に力を入れたいと考えています。 

 

「ロータリークラブが行っている良いことを知っている人なら、それに加わりたいと思うでしょ

う。関心のあるすべての人がロータリーの使命を支える活動に参加できるよう、参加や入会を

促進する新しい方法を考えなければなりません」とラシン氏。「ロータリーの可視性を高めれ

ば、より多くの人に入会の魅力を伝え、世界中で多くの良いことを実現しているこの会員制組

織を支えることができます」 



 

ＲＩ会長 7 月のメッセージ 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2018-2019 年度 ガバナー ご挨拶 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       国際ロータリー 第 2640 地区 

     2018-2019 年度 ガバナー 樫畑 直尚 

 
このたび、国際ロータリー第 2640 地区ガバナーの

重職を賜ることになり、我が地区の先達が残した卓

越した功績を前にして、あらためて身の引き締まる思

いであります。もとより浅学非才の身でありますが、

皆さまとともにより良い地区を目指して一層の精進

を重ねて参る所存です。クラブ会長、役員はじめ会員

の皆様には、さらなるご支援を賜れるようお願い申し

上げます。 

 

今、世界は理想と現実の乖離に悩んでいるように

見えます。かつて、東西冷戦の終焉を意味するベルリ

ンの壁崩壊によって、世界は「グローバル化」を掛け

声に、対立の時代を脱し、平和の配当を享受できるの

ではないかという、かつてない大きな期待に胸を膨

らませました。しかし、30 年を経ての現実は、テロや

ナショナリズムに見られるような分散化と多極化の

流れにあり、依然、平和とは程遠い紛争と貧困に悩ん

でいるのです。高度に発達させたはずの財政や金融

技術も、バブル破綻やリーマンショックのように、時と

して経済危機の引き金となったことは記憶に新しい

ところです。夢の技術が、使い方によっては破滅への

道具に成り得るという皮肉な現実は、なにもダイナ

マイトや核、化石燃料の大量消費などの例を引くまで

もないでしょう。わが国は、このような国際的環境に

加え、少子高齢化、過疎と過密、市場の縮小など独自

の課題を多く抱えて閉塞感が漂うばかりです。地方

はより厳しく、私たちに出来ることは、ただ現実への

対処に力を尽くすだけかのように思えてきます。 

 

しかし、このようなときだからこそ、失ってはいけ

ないことがあります。社会学者マックス・ウェーバーが

「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神」で

予見した「精神の無い専門人、心情の無い享楽人」の

跋扈という悪夢を例に引くまでもなく、理想を持つこ

とです。ウェーバーは、理想ばかりではいけないが、

現実にのみ追随することのむなしさを説きました。持

つべきは、現実を直視し、そのなかで確信するに至っ

た理想を胸に、現実に真正面から立ち向かい、挫ける

ことなく、少しでも世の中を変えていこうとする姿勢

です。 

 

私たちは「奉仕の団体」であり、「奉仕の理想」と共

にあると教えられてきました。この「奉仕の理想（The 

ideal of service）」について、分かりやすく説明してい

るものに、国際ロータリーの初代事務総長チェスリー・

ペリーが残した文章があります。「どのロータリークラ

ブにおいても、思いやりをもって人に尽くすことが奉

仕の理想という基本理念を持っている（Rotary clubs 

everywhere have one basic ideal-the ideal of service 

which is thoughtfulness and helpfulness to 

others.）」。 

 

さらに、ロータリー並びにロータリアンは、その理念

（ideal）に併せて「行動」することが、（決議 23－34 

第 4 条によって）奨励されていることも大事なポイン

トです。黎明期にあったシカゴの公衆トイレ建設からポ

リオ撲滅運動に至るまで、ロータリーはいかに行動す

る団体であったのか、行動する個人の集まりであった

のかを思い出して下さい。私たちは現実に挫けること

なく、奉仕の理想という理念を胸に行動を起こしてき

たのです。 

 

紛争と貧困に悩む国際社会、閉塞感が支配する地

域社会、それでも、それぞれの描く「理想」の社会を

目指して、愚直にも「良いこと」を実践しようとする原

動力は存在するものです。皆さまの街においても同

様です。そして、できれば、そのひとつはロータリーク

ラブであって、そのひとりはロータリアンであっても

らいたいと思います。「思いやりをもって、人に尽く

す」をロータリーの使命と心得て、地域に評価を頂け

る地区を築くために精一杯努力を致す所存です。重

ねて皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。 

 
地区の活動方針 

 
スローガン 

「ロータリークラブを楽しもう」 
 

我が国のロータリークラブ会員の減少が問題とな

っています。1996 年のピーク時には約 13 万人であっ

たのが、現在は約９万人と３割以上の減少となってい

るからです。しかし、当地区においてはさらに深刻で、

1996 年に比べると会員数は半減しているのです。情

熱を注がれ歴史を重ねてきたクラブでさえ、惜しい

ことに会員減少が理由でいくつも失ってきました。会



 

員増強や退会防止に、即効性、特効性のある処方は

ないかも知れません。しかし有効だと思われるすべ

ての手段を投入したとしても、その価値はあろうかと

思います。 

ただ、処方に知恵を出し合うにしても、会員である

ことの「楽しみ」がなければ、当人には会員であるこ

との魅力はありません。根本は、ロータリークラブを

楽しめるか、楽しめないかにあるのではないでしょう

か。ロータリークラブの楽しみ方は、それこそ無限。し

かし、会員がその楽しみ方に出会えるかどうかは組織

のあり方次第です。 

 

活動方針に沿って皆さまへのお願い 
 

①会員減少への歯止めには、まずは会員のロータリ

ーへの理解を深めて頂くとともに、社会での役割を

確認することから初めて頂きたいと思います。クラブ

では、各種奉仕活動の柱をしっかりと立て、実際に会

員に奉仕の経験を頂くことで、クラブ会員としての喜

びを感じる機会を作っていきましょう。 

 

②クラブ事業が地域社会に認知されるものであれば、

クラブそのものの認知度も上がり、会員としての誇り

もより強く感じられることでしょう。このように公共イ

メージの向上には、副産物として会員増強、退会防止

としての側面があるものです。国際ロータリーでは、

ロータリーデーイベントの開催を勧めています。 

 

③クラブ内での活動は、会員にとって、かけがいのな

い喜びや感動を味わうことのできる大事な場です。

しかし、ひとつのクラブで行っているものを、他の、あ

るいはいくつかのクラブと共同でできる機会があれ

ば、また新たな局面も生まれるものです。さらに国境

を越えて繋がれば、感動もさらに高まることでしょう。

ロータリー財団を利用することによって、新たなやり

がい、喜びや感動を得る機会があります。地区では、

国際奉仕委員会とロータリー財団委員会とのコラボ

レーションを図ります。国際奉仕に関心があり、ロータ

リー財団の補助金対象になりそうなら、まずは国際奉

仕委員会にご相談下さい。 

 

④世界には3万 5千を超えるロータリークラブと 120

万人の会員が存在し、それぞれが立派に活動をして

いるからこそ世界的名声があります。また、ポリオ撲

滅運動の現場は日本にはありませんが、その支援を

すべてのクラブが行っています。このように一つひと

つのクラブでの活動から、距離は離れていてもポリオ

撲滅運動のような人類史に残るような大規模な活動

に至るまで、そのすべてがロータリーの活動であり、

その成果は一ロータリアンとしても共有できるのです。

各クラブの会長はじめ役員の皆様には、クラブ会員と

ともに、国際ロータリーが提供するロータリアンの為

のホームページ「My Rotary」で、この成果を共有頂き

たいと思います。先ずは世界のロータリアンと繋がり

ましょう。 

 

⑤世界と繋がる、それはもちろん国際ロータリーと各

クラブとも繋がっていることを意味します。各クラブ

では、是非、「Rotary Club Central」ですべての項目を

埋めて頂き、国際ロータリーのデータ収集にご協力

頂きたいと思います。また、国際ロータリーからクラ

ブに与えられる「ロータリー賞」は、「Rotary Club 

Central」からのお申込みになりますので、くれぐれも

各項目の書き込みをお忘れのないようにお願い致し

ます。 

 

⑥既に述べたように、ロータリーはポリオ撲滅運動に

取り組んでいます。またそれぞれのクラブが取り組め

る地区補助金やグローバル補助金の原資はロータリ

ー財団が担っています。３４の地区を持つ日本のロー

タリーが、2016-2017 年度において、ロータリー財団

寄付ゼロクラブの「ゼロ」を達成し、世界の注目を浴

びました。当該年度も達成できるように各クラブのご

理解とご協力を心よりお願い致します。 

 

⑦ロータリー財団寄付金については、今年度と同額

の目標額を設定させて頂きます。各クラブのご理解

とご協力をお願い致します。 

ロータリー財団寄付金､一人当たり２００ドルとポリオ･

プラス１０ドルをお願い致します。 

 

⑧米山記念奨学会寄付金については、今年度と同額

の目標を設定させて頂きます。各クラブのご理解と

ご協力をお願い致します。一人当たり普通寄付金

6,000 円に加えて、特別寄付金を 9,000 円、合計

15,000 円です。 

 

⑨未来の担い手である青少年への奉仕は、今の時代

においてさらに重要性を増している分野です。青少年

奉仕におけるロータリーのプログラムとして、ロータ

ーアクト、インターアクト、ロータリー青少年指導者養

成プログラム（RYLA）、ロータリー青少年交換があり、

いずれも青少年や若い世代の社会人がリーダーシッ

プ能力を伸ばせるよう支援することが目的です。 

これらに限らず多様な選択肢から各クラブが選ぶこ

とになりますが、ロータリーとしては、各クラブが次世

代のリーダーシップ養成に一層注力するように期待

しています。 

 

地区では、各クラブからより広く RYLA に参加頂け

るように工夫したいと考えていますので、クラブから

奮ってご参加をお願い致します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樫 畑 直 尚  かしはた なおひさ 

Kashihata  Naohisa 

 

１９５７年５月１０日生まれ 

所属クラブ／和歌山ロータリークラブ 

 

学歴 甲南大学経済学部卒業  

和歌山大学大学院経済学研究科修士課程終了(経済学修士) 

職歴 不動産管理 株式会社 南北 取締役会長 

 

公  職 

１９９１年 和歌山県私立幼稚園 PTA 連合会 会長（1994 年迄） 

１９９９年 和歌山商工会議所 常議員 

１９９９年 保護司（和歌山保護観察所） 

２０００年 きのくに信用金庫 総代 

２００５年 和歌山県教育委員会 委員長（2008 年 10 月迄） 

２００６年 公益財団法人和歌山県国際交流協会 理事長 

２００９年 一般社団法人和歌山経済同友会 代表幹事（2018 年５月から特別幹事） 

２０１１年 民事調停委員（和歌山簡易裁判所） 

２０１１年 関西広域連合協議会 委員（地域団体/産業・経済分野、2017 年迄） 

２０１３年 和歌山県馬術連盟 会長（第 70 回国民体育大会馬術競技会運営委員会委員長） 

 

ロータリー歴 

１９９８年     和歌山ロータリークラブ 入会 

２００３年-０４年 クラブ幹事 

２０１１年‐１２年 クラブ会長 

２０１５年‐１６年 地区大会実行委員会 委員長 

 

ロータリー財団寄付  ベネファクター、メジャードナーLevel1、ポール・ハリス・ソサエティ 

米山記念奨学会寄付 メジャードナー 

2018-2019 年度 ガバナー プロフィール 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本直前ガバナーへの感謝の言葉 

国際ロータリー第 2640 地区 

 ガバナー 樫畑 直尚 

 

 

ガバナーノミニーやガバナーエレクトとして、地区運営をオブザーブする時期に

おいても、岡本浩直前ガバナーは常に地区役員としてあるべき姿を会員の前に示

されてきました。ガバナーとなってからは、知識と経験、そして責任感だけでは到底

説明のつかないほどの大きな資質をもって、地区運営に一心に邁進されてきたお

姿は、多くの皆様の目に焼き付いていることでしょう。特に正常化に向けて投じられ

た精力と努力は、筆舌に尽くせぬほどのものであったと存じます。 

 

「ロータリーの原点を再確認し、2640 地区の新たな飛躍を」を合言葉に、休眠状

態にあったものを含めて新たに展開された取り組みもまた特筆されるべき業績で

しょう。月信の紙資料配布や RLI に対する並々ならぬ思いには、そばで拝見してい

ても熱気が感じられるほどのものでありました。特に月信に掲載される写真には念

を入れ、多くの写真はご自身がシャッターを押されていました。それは、偏に、地区

会員の皆さんに活動情報をお届けしたいという強い信念をお持ちになられていた

からだと拝察致します。 

 

岡本直前ガバナーのご尽力で、「2640 地区の新たな飛躍」に端緒が付いたと多

くの会員に安堵感を頂けました。ここに最大級の賛辞と感謝を贈り、今後もパストガ

バナーとして、地区の良き姿を見守って頂けるように心より期待を申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ガバナー補佐の紹介と抱負  

 

新井
あ ら い

 康司
こ う じ

  田辺ロータリークラブ 

 

生年月日 1949 年 3 月 1 日 
職業分類 日本酒販売 

 

ロータリー歴 

1986年 5月  田辺ロータリークラブ入会 

1993-94年度 クラブ幹事          1997-98年度 クラブ国際奉仕理事 

2002-03年度 クラブ副会長         2004-05年度 クラブ社会奉仕理事 

2005-06年度 クラブ職業奉仕理事      2008-09年度 クラブ会長 

2011-12年度 クラブ会計（役員）       2016-17年度 クラブＳＡＡ(役員) 

ロータリー関係の業績・表彰（Ｒ財団、米山関係） 

ロータリー財団 ベネファクター、ポール・ハリス・フェロー、マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 

第５回米山功労者マルチプル 
 
田辺ロータリークラブの会員であった父が亡くなり 半年程して会員の方からお誘いを頂き、何も

知らぬまま田辺ロータリークラブに入会させていただき早３２年余りを経過しました。 
その間 幹事、そして還暦の時会長をさせて頂きました。 
ただこれまでは、野球同好会部長、ゴルフ同好会会長と親睦中心の活動が主で何度か交換留学生

のホストファミリーを引き受けた時が、唯一地区とのかかわりです。この度、はじめて地区の役員とし
て第一分区のガバナー補佐を引き受けどこまで樫畑ガバナー、第一分区の皆様方の役に立てるか、
不安で一杯ですが、広い地域の第一分区（新宮、那智勝浦、串本、白浜、田辺）の親睦を図れるよう頑
張っていきたいと思っておりますので１年間よろしくお願いいたします。 

 

谷脇
た に わ き

 良樹
よ し き

  海南東ローラリークラブ 

 
生年月日  1949 年 10 月 26 日 
職業分類  金物販売 

 

ロータリー歴 

1991年 2月   海南東ロータリークラブ入会 

2000-01年度 クラブ幹事         2005-06年度 （平尾ガバナー）地区副代表幹事 

2010-11年度 クラブ会長         2008-09年度 地区社会奉仕委員長 

2009-10年度 地区社会奉仕委員長     2014-15年度 ガバナー補佐 
ロータリー関係の業績・表彰（Ｒ財団、米山関係） 

ロータリー財団 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 1 

第５回米山功労者 マルチプル 4 
 
第 2 分区のみなさま一年間よろしくお願いします。 
長い混乱の時代がようやくにして治まりロータリーらしい風土に戻りつつあります。樫畑ガバナー

の下、地区内そして我々分区の中も手を取り合って新しい時代のロータリーを育み、盛り上げてゆき
ましょう。 
しかし、まだまだロータリーの正道には復活していないのが現実です。これが実現した時こそ、

2640 地区は世間にすばらしいと言う評価がもらえると思います。一緒にロータリーを実践して行き
ましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊田
と よ だ

 泰史
や す ふ み

  和歌山南ロータリークラブ 

 

生年月日 1954 年 7 月 7 日 
職業分類 弁護士 

（あすか綜合法律事務所 所長） 

 

ロータリー歴 

1997年１月  和歌山南ロータリークラブ入会 

2013-14年度 クラブ会長          2012-13年度 地区情報規定委員会委員長 

2015-16年度 ガバナー補佐         2017-18年度 地区副代表幹事 

2017-18年度 地区戦略委員会委員長 

ロータリー関係の業績・表彰（Ｒ財団、米山関係） 

ロータリー財団 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー、ベネファクター 

米山功労者 
 
地区の役割は、各クラブの活動を支援することにあると考えています。第３分区担当のガバナー

補佐として、ガバナー・地区との連絡調整の役を担っていきたいと思っています。よろしくお願い申し
上げます。 
All that is necessary for evil to succeed is for good men to do nothing. - Edmund Burke 
 

 

高梨
た か な し

 晃
こ う

瑞
ず い

  高野山ロータリークラブ 

 

生年月日 1945 年 1 月 14 日 
職業分類  漢方薬製造 

 

ロータリー歴 

1986年 4月  高野山ロータリークラブ 創設メンバー 32 年在籍 

1998-99年度 クラブ会長         1993-94年度 クラブ幹事 

2015-16年度 クラブ会長 

 
ロータリー関係の業績・表彰（Ｒ財団、米山関係） 

ロータリー財団 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 

第５回米山功労者７回 
 

2018-19 年度地区ガバナー補佐をさせていただくことになりました。 

地区出向は IＴ委員会に 2 年の経験のみですが、この 1 年間は樫畑ガバナーの補佐並びに地区と

分区の架け橋の役目に精進する所存です。 

第４分区は岩出ＲＣ、粉河ＲＣ、高野山ＲＣ、橋本ＲＣ、河内長野高野街道ＲＣの５クラブです。IM 廃止後

もこの分区では、定期的に会長幹事会、合同例会を継続し、密に連絡を取り合って全ての問題に足並

みを揃えて対処してきました。 

地区の諸問題もまだまだ改善途上ではありますが、今年度樫畑ガバナーは地区行事の簡素化と

会計について外部監査にも対応できる明瞭な運営を目指していますので、今後も地区がこのような

基準で運営されるならば会員の支持がもどってくるものと期待しています。素直な気持ちでロータリ

ーを語れる2640地区をめざして、微力ではございますが1年間努力してまいりますのでなにとぞご

指導のほどお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

淺
あ さ

岡
お か

 善彦
よ し ひ こ

   太子ロータリークラブ 

 

生年月日 1953 年 10 月 24 日 
職業分類 梱包資材 

 

ロータリー歴 

1991-02年度 太子ロータリークラブ入会 ロータリー歴 27 年 

2014-15年度 地区幹事        2015-16年度 地区幹事 

2015-16年度 クラブ会長       2017-18年度 ガバナー補佐 

ロータリー関係の業績・表彰（Ｒ財団、米山関係） 

ロータリー財団 ポールハリス フェロー 1995 年 12/19  1997 年 
 

2018～19年度 国際ロータリー第2640地区 樫畑直尚ガバナー(スローガン)「ロータリークラブを

楽しもう」の下、第 5 分区「南輪会」担当ガバナー補佐を仰せつかりました。太子ロータリークラブ所

属の淺岡善彦と申します。 

微力では御座いますが一生懸命努めさせて頂きます。 

第５分区南輪会 は、2017～18 年度 IM 担当クラブ松原中 RC 様はじめ太子 RC、松原 RC 様、 美原

RC様、大阪狭山RC様、富田林RC様、羽曳野RC様、河内長野東RC様、河内長野RC様、富田林南RC 

様と、10 クラブで御座います。2017〜18 年度 IM フォーラムは松原中RC様担当でクラブ出席率 100％

を達成され大変盛大に開催されました。 

2018~19 年度担当クラブは、自クラブ太子ロータリークラブで御座います。昨年に続きまして、多数の

ご参加とご指導ご鞭撻 ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

藤井
ふ じ い

 秀
ひ で

香
か

  岸和田東ロータリークラブ 

 

生年月日 1956 年４月 23 日 
職業分類  医療法人経営 

 

ロータリー歴 

1996年 2月  岸和田東ロータリークラブ入会 ロータリー歴 22 年 

2013-14年度 クラブ会長       2017-18年度 ガバナー補佐 
ロータリー関係の業績・表彰（Ｒ財団、米山関係） 

ロータリー財団 マルチプル.ポール.ハリス.フェロー認証 (3) 

米山功労者マルチプル (5) 
 

ガバナー補佐、2 年目を務めさせていただきます。 

10 クラブ、各々のクラブは会員数や高齢化の問題がありますがしっかりと奉仕活動をされておら

れます。分区内でも、任意のクラブ同志でお食事会やゴルフコンペも長年されており良い関係を築い

ておられます。 

今年は何か、プロジェクトを計画出来ればと考えております。宜しくお願い申し上げます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下迫
し も さ こ

 浩之
ひ ろ ゆ き

  羽衣ロータリークラブ 

 

生年月日 1956 年 12 月６日 
職業分類 獣医 

ロータリー歴 

2000年   羽衣ロータリークラブ入会 

2010-11年度 クラブ会長        2013-14年度 クラブ会長 

2016-17年度 クラブ幹事 

ロータリー関係の業績・表彰（Ｒ財団、米山関係） 

ロータリー財団 ポールハリスフェロー 

米山功労者 
 

今年度分区７大阪のガバナー補佐を仰せつかった下迫浩之です。 

2018-19 年度 樫畑ガバナーの地区方針の軸となる『ロータリークラブを楽しもう』のお役に立て

るように努めていきます。ロータリークラブの基本は個人の奉仕の精神と位置付けております。奉仕

の軸たるものは永久普遍であるももの、その世情に合わせでの対応を求められている昨今、個人・各

クラブ・各分区そして2640地区とそれぞれのステージに応じた情報の共有は親睦から奉仕へと導か

れると思います。IT 関連のマイロータリーなどの活用も推進していく中、忘れてならない『Face to

Face』での絆をより強められるようにとの想いをもって務めさせていただきたいと思います。会員皆

様のご理解・ご協力よろしくお願いいたします。 

 

寺
て ら

﨑
さ き

 勝彦
か つ ひ こ

  堺ロータリークラブ 

 

生年月日 1942 年１月 30 日 
職業分類  制御機器販売 

ロータリー歴 

2007年度   堺ロータリークラブ 入会 

2009-10年度 クラブ社会奉仕担当理事    2013-14年度 クラブ SAA 

2015-16年度 クラブ会長                2016-17年度 地区大会副実行委員長 
ロータリー関係の業績・表彰（Ｒ財団、米山関係） 

ロータリー財団 ポール.ハリス準フェロー 

準米山功労者 
 

堺ロータリークラブの寺﨑でございます。 

今回、樫畑ガバナー年度のガバナー補佐の大役を拝命致しました。ロータリークラブに入会して今

年度で 11 年目です。何分にも能力不足ではございますが、一生懸命務めさせて頂きます。 

昔、現パナソニックの社員でした頃、月に一度会社の体育館で松下幸之助の写真を拝見する際、そ

の胸元に松下の社章と、ロータリーバッチがございました。又、私が 40 歳位の頃 当時の松下電工

社長 丹羽正治氏に、ロータリーはどのような所ですかと尋ねたことがございました。氏からは、

「手持ち弁当で種々の奉仕活動をするところ」という返答があったことを、今でも大変記憶に残って

おります。時が経ち、自らロータリアンとなり、今年度ガバナー補佐の大役を仰せつかりましたこと

に、感慨深いものがございます。 

ガバナー補佐として、各クラブとガバナーとを繋ぐ役目を担うべく、担当クラブを訪問し、各クラ

ブのご意見やご要望をガバナー、クラブの皆様と共有して新たな道を模索して参りたいと存じま

す。皆様のご指導、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

分区区分と担当ガバナー補佐 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区研修・協議会 部門別報告 

【 会長部門 】 

 

 

 

 

 

 

時間  12：50～14：00 

場所  観光学部棟１階 T101 

 

参加者 

 会長エレクト６８人、ガバナー1人、ガバナーエレクト１人、パストガバナー3 人、 

 次期ガバナー補佐 8 人、次期副代表幹事２人、地区大会実行委員会１人、 

財務委員会２人 合計 ８6 人 

 

開会。上松瀬次期副代表幹事によって進行される。 

担当者紹介。樫畑エレクトによってインストラクターの紹介があった。 

12：50 

開会挨拶。樫畑エレクトによって、一年間宜しくとの挨拶があった。 

13：00 地区協議事項の審議。本件について、樫畑GEから高梨次期ガバナー補佐を議長に指名し

た。高梨次期ガバナー補佐はこれを受け、議事録署名人として岸和田 RC 宇野会長エレク

トと粉河 RC 岡会長エレクトの 2 人を指名した。 

その後審議に入った。（別紙議事録参照） 

13：10 報告依頼事項については、①「ロータリークラブセントラル」を担当する成川 PDG が他の

部門での説明の為に未着に付き、②「ガバナー補佐との連携について」を先行させた。各

ガバナー補佐から、ガバナー公式訪問に関連するクラブ協議会への出席、そして分区活

動等について、クラブ会長とガバナー補佐との連携の説明があった。（下迫次期ガバナ

ー補佐のみ後に遅れて説明） 

③地区大会について、雑賀次期実行委員長と瀬川副実行委員長（大会幹事）から説明が

あった。④国際大会について、オンツーハンブルグ委員会川端次期委員からビデオ上映

と共に説明があった。報告依頼事項②において、樫畑 GE から補足説明があった。 

13：25 報告依頼事項①について、成川 PDG 研修リーダーから説明があった。 

13：40 樫畑 GE から、出席の岡本 G、久保 PDG に補足説明を求めた。 

13：55 閉会挨拶。樫畑 GE から、一年間チームの一員として頑張って行こうとの挨拶があった。 

 

 

ガバナーエレクト  樫畑 直尚 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 幹事（ＩＴ）部門 】 

 

 

 

 

 

インストラクター 次期代表幹事   山本   進三 

次期研修委員委員  上野山 英樹 

次期ＩＴ委員長    寺下    卓 

時 間 12:50～14:00 

場 所 和歌山大学 基礎教育棟Ｇ－１０３ 

参加者 各クラブ 次期幹事 ６８名、次期ＩＴ系委員長 ６８名 

    次期研修委員、次期幹事、次期ＩＴ委員長 

 
開会。上野山次期研修委員によって開会。 

担当者紹介。山本次期代表幹事によるインストラクターの紹介。 

12：50 

開会挨拶。山本次期代表幹事から挨拶があった。 

13：00 ・クラブ会長と幹事 

山本代表幹事より説明があった。 

幹事は会長を立て、主役ではなく脇役に徹してほしいとの主旨。 

会長ができないこと苦手なことを補完する役割であると説明。 

13：10 ・クラブ幹事の役割と心得 

上野山研修委員より、クラブ幹事の職務として下記内容の説明があった。 

①会員記録とクラブ情報管理、②出席記録と報告、③諸会合の通知、 

④委員会との連絡、⑤通信文等の連絡、⑥RI 及び地区ガバナーへの報告、 

⑦RI 及び地区への送金、⑧財務管理、⑨年次報告 

続いて、各種会合等、その他の重要事項について説明があった。 

①理事会、②クラブ協議会、③地区ガバナー公式訪問、④地区大会、 

⑤国際大会 

13：35 My Rotary、Rotary Club Central について 

寺下次期ＩＴ委員長から説明があった。 

13：40 質疑応答 

My Rotary、Rotary Club Central について、セキュリティ、個人情報の漏洩などの危機

管理についてなどの質問があった。 

13：55 閉会挨拶 

山本次期代表幹事より閉会の挨拶。部門別協議会は閉会した。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 クラブ奉仕部門 】 

 
 
 
 
 

次期クラブ奉仕委員長 矢倉 甚兵衞

 

はじめに、地区委員会組織図でクラブ奉仕部門は、①クラブ奉仕委員会、②会員増強・維持委員会、

③雑誌・公共イメージ委員会、④IT 委員会、⑤RLI 委員会の５委員会構成となっている。しかし今回

の地区研修・協議会で、IT 委員会は幹事部門で担当されたので、同委員会を除く 4委員会で会議に臨

む。４委員長の内、RLI 委員会の横山素夫委員長(富田林)が所用で欠席されたので、会議での説明は

同クラブ会員で雑誌･公共イメージ委員会の豊岡 敬委員長(富田林)が代行した。 

クラブ奉仕について、５大奉仕の第 1部門であるクラブ奉仕は、クラブの機能を充実させるために、

クラブ内で会員が取るべき行動に関わるものであるとされる。古くからの会員は勿論のこと、新会員

が先ずロータリーの活動に参加・接触すること、又、他クラブ会員をビジターとしてお迎えするのも

クラブの例会である。 

ロータリークラブの例会及びその活動は、先ず会員同士それに他クラブからの ビジターを含め親

睦を深めると共に楽しく有意義なものとなる。それを具体的・効果的に実現・実感するために、クラ

ブ奉仕委員会はクラブ奉仕関係小委員会と連絡を密にし、各小委員会が楽しく有意義な活動を展開出

来るように配慮して頂く。 

各委員長の発表 

クラブ奉仕委員会委員長の私(串本)は、ロータリーに関する楽しく有意義な情報･事例等を積極的に

入手し、クラブ奉仕関係小委員会や会員等に惜しみなく披露・提供して頂く。更にそれを推進する意

味で他クラブにメイクアップし、クラブ奉仕関係各種事例・情報や例会運営法を貪欲に見聞・体験を。

そして大都会へ出張の機会があれば、歴史と伝統･品格のある東京 RC・京都 RC・大阪 RC 等大クラブ例

会にメイクアップ(前窪 PG が新会員研修会で推奨)されるようお願いした。 

 会員増強・維持委員会の川口 正委員長(羽曳野)は昨年度と今年度の 2 回、東京での全国地区会員増

強・維持委員会委員長研修会に出席し、研鑽を深めておられる。樫畑ガバナー年度で、地区会員数を

2000 人に増やし固める決意を披露。東京研修で学ばれた｢八王子西 RC の会員増強事例｣の詳細な説明

を頂いた。 

雑誌･公共イメージ委員会の豊岡 敬委員長(富田林)は、14～15 年度ガイリーＣ．Ｋ．フォアンＲＩ

会長が最初に提唱され、次年度バリー・ラシンＲＩ会長も創設を求めておられる｢ロータリーデー｣の

実現を目指すと、強く訴えられた。今後、個々のクラブ又は分区毎の開催の呼びかけを進めると言う。

欠席の横山 素夫ＲＬＩ委員長(富田林)に代わり、前記の豊岡委員長が代行。岡本年度に続き、樫畑

年度もＲＬＩ(Rotary Leadership Institute)を実施し、将来クラブでリーダーシップを執ることが出

来る人材育成に努める。そのプログラムは今年度の RLI 結果を踏まえ、更なる有益な RLI を本年度と

同様に 4～6月に開催予定の由。 

質疑応答とメールチェックのお願い！ 

3 人で 4 件の説明の後、私が進行役で質疑応答を行い、最初貝塚の佐納世志子さんにご発言を頂く。

続いて岸和田東の岩出正次さん(水田ガバナーの地区代表幹事)が立たれ、本年度 8 名入会させた実績

とノウハウ・苦労話を披露して頂く。更にもう 1 人ご発言頂き、会場は大いに盛り上がるが、そこで

軽率な私が大失敗。閉会時間を取り違え、20 分早く切り上げてしまったのだ。議論が活発化してきて

いたので、もっと沢山の明るく有意義な意見・情報を頂く機会を逸してしまったことを、心からお詫

び申し上げる。 

最後に、少なくともクラブの会長・幹事･クラブ奉仕委員長は、｢マイロータリー｣ に登録してフォ

ーマルな情報の入手と共に、地区その他からクラブ宛に届く全てのメールを事務局から転送を受け、

こまめにチェックして頂くようにお願いし、報告の結びとする。 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 社会奉仕、職業奉仕部門 】 

 

 

 

 

 
次期社会奉仕委員長 坂東 剛 

 

インストラクターは、次期社会奉仕委員長 坂東 剛、次期職業奉仕委員長 山下 茂男。 

定刻に開会し、プログラム通り「担当者紹介」「開会挨拶」の後、「委員会活動基本方針と活動計画」

を、社会奉仕委員会そして職業奉仕委員会の順に発表した。 

両委員会共、先ずは事前配付資料に基づきその内容について簡素に説明を行い、その後の質疑応答に

重点を置く事とした。 

研修リーダーが居ない事を理由に、発せられた質問を皆で考え協議するディスカッション形式を提案

した。他クラブの会員が集う機会は少なく、同じ奉仕部門に携わる仲間の意見や考えを聞く事は大変有

意義だと考える。 

地区委員会の立場で知り得た経験や情報については、当然の事ながえらインストラクターから説明さ

せて頂いた。種種の質問やそれに対する様々な応答は、この場に集う皆に対し良い影響を与えたと信じ

たい。 

「社会奉仕・職業奉仕を実践する主体は各クラブ及び会員であり、そのリーダーとなられる皆様のご

活躍によって素晴らしい年度になる事を祈念申し上げます。」を結びの挨拶とし閉会した。 

 

 

 

【青少年奉仕部門】 

 

 

 

 
次期青少年奉仕委員長 丸山 信仁 

 

青少年奉仕部門の参加者は 69 クラブ中 44 クラブの担当者が参加くださいました。又、インストラク

ターとして前窪ＰＤＧ、平岡ＰＤＧ、大澤ＰＤＧも同席くださり、本来の研修会の形が整ったと感謝し

ております。 

さて、12 時 50 分より、丸山青少年奉仕委員長の司会進行により協議会が始まりました。まず、担当

インストラクターのご紹介をし、続いて丸山委員長の開会ご挨拶があり、重点項目として、青少年奉仕

４委員会（青少年交換、インターアクト、ローターアクト、ライラ）の連携を重視するため、１年間の

スケジュールを摺合せ重複しないように事業予定を組み、全ロータリークラブからの参加、登録を積極

的に即すお話をされました。続いて、前窪ＰＤＧより青少年奉仕について手続要覧に基づく青少年奉仕

の在り方を詳しくお話がありました。 

特に地区の青少年奉仕にかかわった、もしくは参加した学友はロータリーファミリーになり将来、ロ

ータリアンとして参加して頂くように目的を定めることが大切であると結ばれました。続いて、各委員

会委員長による基本方針と活動計画の発表を行いました。 

 丸山委員長から、４委員会の連携と協力をする役割の中でわかりやすい年間スケジュール表を提示

し、全ロータリークラブの青少年奉仕担当者に地区の活動を理解いただき、積極的に参加を頂くよう広

報に努め、未来のロータリアンを育成することが活動の目的としております。 

水崎委員長からは、青少年交換の派遣と受け入れの条件を詳しく説明されました。 

 派遣希望者（主に高校生）16 歳から 19 歳。４月から８月の期間で募集を締め切る。選考を経てオ

リエンテーションを行い、翌年８月から目的国へ派遣するプログラムであります。特に海外留学のお誘

 



 

 
 
 
 

いはたくさんありますが、どれも費用が高く付きます。その点、ロータリーの奨学派遣は、安全で負

担も少なく良質な留学が出きる非常に良いプログラムとして長年にわたり継続をしております。又、奨

学生は異文化交流ができるという目的が多かったのですが、最近の奨学生は将来の目的に焦点を定め、

そのための準備をしているように思います。 

交換留学生の受け入れについて、ホストクラブの負担は、国民保険加入 約 3,000 円、毎月 8,000

円程度のお小遣い、高校の学級費 10,000～20,000 円、教科書は支給される。学生服、ユニホーム

50,000～100,000 円ぐらい。障害保険 10,000 円、交通費、定期 50,000 円ぐらいまで、ホストファミ

リーへのお礼 30,000～60,000 円。＊一人受け入れに年間 80 万～100 万の予算組が必要。本年度は３人

の募集をしたいのですが、特に紀南の方で募集をしたい、受け入れと派遣に協力をしてください 

インターアクト委員会は、近藤委員長からインターアクトクラブは 12 歳から 18 歳までの青少年と限

られ、事業の目的は共同奉仕国際理解であり、所属する各学校の理解、先生の協力、親の理解が基本的

に必要であります。国際交流や指導者養成を目的としたフォーラムの開催、海外研修の機会を与え、グ

ローバルな視点を養成する未来への投資として長年にわたり継続プログラムとして活動をしておりま

す。 

太子ロータリークラブより新たなインターアクトクラブを提唱するにはどんな手続きをすればいい

のか質疑があり、平山ＰＤＧより説明があり、学校との連携とクラブの承認が必要であり、詳細は近藤

委員長との打ち合わせをすることとなった。ロータリアンの理解とご協力をお願いいたします。 

ローターアクト委員会は、永野委員長から 18 歳から 30 歳までを対象として地域リーダーや起業を志

す若者の啓発を目的として関西あるいは全国のローターアクトと交流を行い、情報交換や自立心の向上

を目指してゆく。又、永野委員長が自らの履歴を紹介され、ローターアクト入会から青年会議所を経て

起業する、そして岸和田ロータリークラブに入会、地区役員として現在に至る。又、ローターアクトク

ラブから卒業したメンバーが３名ロータリークラブに入会したことを報告されました。 

ただ、14 提唱クラブがありましたが、現在は６クラブになっており、他クラブでの拡大に注力してい

ただきたい。又、青少年奉仕４委員会の事業にアクトのメンバーが積極的に協力することで異年齢交流

も図りたいと考えておられます。 

 青少年ライラ委員会は、橋本委員長からライラの歴史から説明に入り、14 歳から 34 歳までの研修

生を毎年募集して、宿泊を共にし、共同生活の中で様々な事柄を経験し、知恵と勇気とコミュニケーシ

ョンを学び、幸せの種を撒いてくれることを願っております。 

選ばれた者だけと違い、広く一般社会人や社員にも参加して頂き、青少年奉仕４委員会の会員にも参

加依頼し、本年度は２泊３日のセミナーを青少年海洋センターにおいて４月の 28 日から 30 日まで開催

いたします。又、本年度は冬期のライラとして 12 月中旬にクリスマスを絡めた企画を進めております。

ご参加のほどよろしくお願いいたします。 

 まとめとして、青少年奉仕４委員会が共通して目指していることは「未来のロータリアンを育て、地

域で活躍するリーダーを養成する」ことが目的であり、そのことを支援するためのプログラムでありま

す。この成果は長期にわたるビジョンの中にあります。各委員会はその責務と目的の為、明確な行動プ

ログラムを作り、知恵を絞り、話し合い、より良い事業となるよう活動しております。 

どうか各クラブの青少年担当委員会は我々と共に目的をもって行動を起こしてください。未来のロー

タリアンの為に！！ 未来の地域リーダーの為に！！ 

 

 
【 国際奉仕、ロータリー財団部門 】 

 
 
 
 

 

次期国際奉仕委員長 中野 一郎 

 

ロータリーは世界理解と親善を推進する為に様々な活動を展開しております。奉仕の第４部門である

国際奉仕活動はまさにその核心を反映するものであり、参加することにより皆様に大きな充実感をもた

らします。国際奉仕の理念は「奉仕の理念で結ばれた職業人が世界的ネットワークを通じて、国際理解、

親善、鄭和を推進すること」と掲げられております。 



 

 

 

 

 

目的の意味を解釈すると、国家、宗教、思想、人種等々様々な要素が入り混じって現実には一つ

と言えない世界を、ロータリアンの友情に基づいた相互理解によって一つのものとして恒久の平和

を目指すところにあります。 

次年度においての当委員会の活動方針はこの理念に則り４つの基本方針を掲げたく資料に掲載

しております。RI においては最近特に「人道的奉仕の重点化と増加」という戦略計画の優先項目を

国際奉仕活動に求められており各クラブ主導において積極的に取り組んでいただきたく存じます。

次に当地区の国際奉仕活動の各クラブの現状は 

・クラブからの財団の補助金申請が少ない。６重点分野に関するグローバル 

・補助金については人道的プロジェクトにおいては 0 である。 

・累積される DDF はポリオに寄贈するのが最善なのか？ 

・海外の地区では DDF が不足している。 

なぜ活用できないのか？ 

・６重点分野に関する活動情報がクラブレベルでつかめない。 

・補助金申請のハードルが高い。 

・海外とのやり取りが困難である（言語の問題） 

・会員数の減少や高齢化に伴いクラブ単独では困難である。 

当委員会では各クラブの現状と補助金活用の問題解決をサポートするため、5 つの活動計画を掲

げて資料に掲載しております。特に地区、クラブのイメージ向上と広報をも兼ねる大型プロジェク

トの推進に努めていきたく考えております。 

今回の研修協議会においては６重点分野に対する活動の原資となるロータリー財団の補助金に

ついての積極的活用を頂けるよう地区財団委員会との共同での部門別会議の開催とさせていただ

きました。 

合同会議の意義については講師の江崎 柳節先生からも高い評価を頂戴いたしました。今後の地

区研修協議会やクラブ委員長会議開催においてはこの合同形式が効果的ではないかと改めて感じ

た次第です。微力ながら各クラブのサポートに徹底致したく思いますので、お気軽に何なりとご相

談ください。 

 

【 講演 】「ロータリー財団について」 
 

 

 

 

 

 

講師 元 RRFC・第 2760 地区 PDG 江崎 柳節

愛知県、2760 地区から参りました江崎柳節と申します。本日は伝統ある 2640 地区、研修・協議

会におきまして、お話しする機会を与えて頂き、ありがとうございます。 

こちらの部門は、国際奉仕とロータリー財団の部門ということですが、お 2 人の委員長さんのお

話が素晴らしい内容でしたので、私の話とほぼ同じになるかと思います。私が、この部門別会議で

皆さんにお話しておきたいことは、ロータリー財団は見事に変革いたしましたということです。そ

の変革にクラブがどう対応するかということが本題です。 

ロータリー財団がどのように変革したかと申しますと、今までは、何に使われるか分からないま

ま、1人当たりいくらということで寄付をしていました。その後、「未来の夢計画」を試験的に行っ

たところ、大変よい結果を得ましたので、2013 年から全世界の地区やクラブで実施されることにな

りました。しかし、まだクラブにまで浸透していない状況でして、先ほどの委員長さんのお話をク

ラブにおいてお話して頂ければ、随分と理解が得られると思います。 

まず、寄付という概念がなくなって、ロータリー財団の年次基金寄付に出したお金は３年後に返

ってきます。地区には、その半分と恒久基金寄付の運用益と合わせて返ってきます。そのまた半分

が、社会奉仕活動を中心としたものになるかと思いますが、クラブが実施したいプロジェクトに対

し、地区補助金を申請して頂いて、使うことができます。 

先ほどのお話をお聞きしますと、こちらの地区では地区補助金の申請がわりと少ないということ

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でした。せっかくお出し頂いたお金ですから、それぞれのクラブでその年度でのメインの奉仕活動

に使って頂きたいと思います。私どもの地区には 84 クラブありますが、79 か 80 クラブが地区補助

金の申請を行っています。私も長年その担当をしていましたが、それぞれのクラブが、どのような

思いを持ってどんな活動を行うのかがよく分かりました。 

皆さんが寄付されたものは、その半分が DDF として地区に返ってきます。その半分までを地区補

助金として、残りはグローバル補助金として使うことになります。グローバル補助金として使う場

合は、DDF の残りの半分である WF から同額が補助されます。そう考えますと、お出し頂いたお金の

75％が地区に返ってくることになります。残りの 25％は？と言いますと、クリアに説明することが

できますし、管理もきちっとできています。ポリオや平和フェロー、大きな災害等に対し、RI がそ

れを使用しており、５％くらいを管理費として使っています。ロータリー財団は、慈善団体を審査

する機関から、常にトップクラスの評価を得ています。 

ロータリー財団への寄付は、ロータリアンの奉仕活動に全て使われますから、「寄付」という言

葉はやめて、日本語では「資金推進」という言葉にしようということになっています。他の団体へ

行う寄付とは全く違い、ロータリアンが志しているプロジェクトに 100％使われます。 

 2016－2017 年度の、この地区のお 1 人当たりの寄付額をみますと立派なものです。この金額の

25％が地区に返ってきますから、ぜひ有効にお使い頂きたいと思います。現在、この地区には約 3000

万円の DDF の残高がありますが、このお金は地区補助金としては使えません。しかし、グローバル

補助金としては非常に有益なものですので、6 重点分野に関連したプロジェクトや３万ドル以上の

奉仕活動に限られますが、有効にお使い頂きたいと思います。また平和について勉強したい方も、

探してみるといらっしゃいますので、平和フェローやグローバル奨学生への奨学金としても活用頂

けますので、そのような方がおられましたら、クラブでお世話して頂きますようお願いします。こ

ちらの地区におかれましても、何か大きなプロジェクトを立ち上げて頂ければありがたいと思いま

す。世界的には、「DDF 残高をゼロにしよう」ということになっています。 

 グローバル補助金はいろいろ手間がかかって取り組みにくいと言われてきましたが、昨年、ロ

ータリー補助金センターというものができました。マイロータリーからページを開きますと、日本

語で大丈夫ですし、日本の財団事務所からアドバイスして頂けます。グローバル補助金の申請も、

一度手馴れると、行っているクラブは毎年申請されています。 

 本日の部門別会議は、ロータリー財団と国際奉仕が一緒になっているのを知り、驚きました。

以前の国際奉仕は青少年交換や WCS も行っていました。それが国際奉仕から外されて青少年交換は

新世代、WCS はプログラムとしてはなくなっています。国際奉仕というロータリーの花形が、やる

ことがなくなってしまうのではないか。しかしそうではなくて、ロータリー財団の新しいシステム

のグローバル補助金を活用すべきだと思います。６重点分野に関連させて、有効にグローバル補助

金を使って頂きたい。ロータリー財団と国際奉仕の会議を一緒に行うのはあまり聞いたことがな

く、私どもの地区でも、それぞれ単独で行っていますが、グローバル補助金という資金があるわけ

ですから、国際奉仕活動にもお役立て頂きたいと思います。 

 

 
【 米山記念奨学部門 】 
 
 

 

 

 

 

次期米山記念奨学委員長 近森 裕子 

 

米山記念奨学部門では、委員長をさせて頂いております。私・近森裕子が、まずはじめに米山奨

学金事業が設立された歴史と経緯を、各クラブの米山委員長さま方に説明させて頂きました。 

人と人との交流こそ真の平和への第一歩であるという信念のもと、外国人留学生たちに平和・日本

のロータリー精神を肌で感じてもらう事。創立 50 周年を迎えた米山奨学事業は、巣立って行った

米山学友生たちが、世界中で活躍しています。 



 

 
 
 
 
 
 
 

次に、溝西学友担当小委員長より、お預かりした現役米山奨学生達の昨年度の活動報告。卓話研

修会や、皆で日本の文化を堪能しただんじり祭り、陶芸教室等を写真で見て頂きました。 

そして、西村選考担当小委員長より、奨学生達の選考基準について説明致しました。国籍バラン

スを考えている事、なぜ日本に来たいと思ったのか等、優秀さだけではなく、面接や小論文にて選

考している事。また、木村寄付増進担当長委員長より、クラブ米山委員長さまへ、各クラブ様に手

寄付増進のお役目をお手伝いして頂くようお願いさせて頂きました。 

本年度の目標額￥15,000 と、普通寄付と特別寄付についても述べさせていただき、改めて目標額

達成のお願いを申し上げました。 

最後に、谷野副委員長より、米山が公益財団法人である事の意味、公益性が高いこと、また米山

の卒業生たちは、卒後の職業で最も多いのが教師だという事。 

日本の文化、平和・日本のロータリー精神を、母国の子供・若者たちに教えている人たちが多いと

いう事などをお話致しました。 

質疑応答の時間も設けておりましたが、特にご質問も無く、地区研修協議会・米山部門、皆さま

ご理解下さった内容だったかと存じます。 

 

 

【 情報規定部門 】 
 
 
 
 
 
 

次期情報規定委員長 北岡  満

 
日 時：２０１９年４月２２日午後０時５０分～午後２時００分 

場 所：和歌山大学基礎教育棟Ｇ３０２  

 

（議事の要領） 

１ 規定審議会について 

  規定審議会代表議員である成川守彦パストガバナーから、規定審議会に関する制度の変遷

や、同審議会の現状（審議する事項や議事の要領）について説明があった。 

その後、成川守彦パストガバナーより、2019 年に開催される規定審議会の開催日程や、当地

区及び当地区所属クラブから提出された決議案・制定案について説明があった。 

 

２ 有田ロータリークラブによる決議案について 

 有田ロータリークラブの脇村重徳会員から、同クラブが 2018 年決議審議会に提出予定の決

議案について説明があった。決議案の要旨は、財団の事業の目的を国連による SDGs（持続可能

な開発目標）に合致させるというものである。 

 これについて出席者から、「個々のクラブの事業もまた SDGs に合致させるべきという趣旨

か。」という質問があったところ、「個々のクラブの事業に効力を及ぼすものではない。」との

回答があった。 

 

３ 委員会活動基本方針と活動計画について 

 北岡委員長より、２０１９年度の活動計画及び活動方針の概要について説明があった。 

 これに引き続く質疑応答において、出席者から、「各クラブの情報規定委員長において、当

面のところ、どのようなことをしておけばよいか。」という質問がなされたところ、「まずは各

クラブの定款の内容が、標準定款と一致しているか確認して欲しい。来年度に予定されている

規定審議会で標準定款に変更があれば、これを各クラブに周知し、改めて対応すべき事項を連

絡する。」旨の回答があった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区年間行事予定表 



 

 

 

 

 

クラブ周年行事予定一覧表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラブ創立日・認証日一覧表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MY ROTARY に アカウント登録しましょう！ 

地区では、MY ROTARYにアカウント登録することを

お勧めしています。登録率５０％を目標に各クラブ

で普及促進してください。 MY ROTARYを活用する

ことで、あなたが知りたいロータリー情報や、クラ

ブ運営、多くの活動のアイディアが得られます。 

ご協力をお願いします。 

地区ＩＴ委員会



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018-2019 年度 地区大会のご案内 

2018－2019 年度国際ロータリー第 2640 地区の地区大会は、ガバナー輩出クラブである和歌山ロータリー
クラブが主管をさせて頂きます。今回の地区大会二日目は、従来は午前中からの式典開会でしたが、午後から
の式典開会とさせて頂きます。ついては、午前中からも地区大会をお楽しみ頂けるように、展示ブース「友愛の
広場」や「市民公開型講演会」を設けて、多くのロータリアンにもお楽しみ頂けるようなプログラムを設けてい
ます。 
大会二日目の式典開会後は、閉会点鐘の最終場面まで大会をお楽しみ頂けるように、内容はしっかり作り込

みながらも、簡潔でスピーディさを心掛けた運営をと考えております。 
来る2020年は、東京ロータリークラブが誕生して 100年、いわば日本のロータリー100年を記念する年であ

り、東京オリンピック開催年でもあります。今回の大会二日目の大会記念講演の講師には、東京ロータリークラ
ブのパスト会長で 2580 地区パストガバナー、そして東京オリンピック誘致の立役者である 水野 正人さんをお
招き致します。 
 また、大会一日目の夜を飾る、R.I.会長代理歓迎晩餐会では、和歌山県出身で和歌山県文化奨励賞を受賞し
たチェロ奏者 谷口 賢記さんを主演に据え、ピアノ演奏は新進気鋭の三浦 永美子さんにお願いしております。
 皆さまのご参加をお待ちしております。 

 地区大会 実行委員会 

                                         委 員 長 雑賀 正雄    副委員長（地区大会幹事）瀬川 良浩 

主なプログラム 

2018 年 10 月 27 日（土曜日） 
13：30 地区大会本会議第 1日目 

18：00 R.I.会長代理ご夫妻歓迎晩餐会  

歓迎演奏会  

・谷口賢記（チェロ） ・三浦永美子（ピアノ） 

2018 年 10 月 28 日（日曜日） 
09：30 登録受付   友愛の広場、 ポリオプラス、米山記念奨学会、国連 UNHCR 協会、 

青少年奉仕コーナー（インターアクト、ローターアクト）、物品販売 

09：00（受付） 新会員の集い（要項は月信９月号にてお知らせ致します） 

09：30（受付） 地区大会記念 『市民公開講演会』 ロータリアンの皆様もどうぞ参加してください。 

 テーマ 「固定観念を、ぶっ壊す」  

 講師 近畿大学総務部長 世耕 石弘 

     奈良県出身。2007 年近畿大学に奉職。入学センター入試広報課長、同センター事務長、 

広報部長を経て、2017 年 4 月より総務部長となり、現在に至る。 

12：30 地区大会本会議第 2 日目 

 地区大会記念講演 

 講師 ミズノ相談役会長 水野 正人 

     兵庫県芦屋市出身。ミズノ創業者・水野利八の孫。1988 年 ミズノ代表取締役社長就任。 

2001 年 日本オリンピック委員会理事。2006 年 ミズノ代表取締役会長就任。現 相談役 

会長。2007 年 日本オリンピック委員会副会長就任。2011 年 東京 2020 オリンピック・パラ 

リンピック招致委員会副理事長兼専務理事。2011～2012 年度 RI 第 2580 地区 ガバナー 

（東京ロータリークラブ） 2013 年 第 125 次 IOC 総会での最終プレゼンで大きな身振り手 

振りを交えたスピーチを行い、東京オリンピック招致の立役者の一人となった。 

 

会期 2018 年 10 月 27 日（土曜日）～10 月 28 日（日曜日） 
会場 ホテルグランヴィア和歌山 〒640-8342 和歌山県和歌山市友田町 5 丁目 18 番地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区雑誌・公共イメージ委員会

委員長 豊岡 敬
国際ロータリー第 2460 地区では、ロータリーの公共イメージを向上させるために 

「ロータリーデー」の開催を呼び掛けています。 

「ロータリーデー」とは、それぞれの分区や各クラブなどで、広く一般市民が参加 

できるイベントを開催して頂き、同時に「ロータリーとは何か？」、「ロータリークラブは 

どんな事で世の中に貢献しているのか？」といったパネル掲示や広報をして頂くこと 

で、地元地域の人達に、ロータリーの活動を知って頂き、公共イメージを向上させるも 

のです。 

地区内において、どのような「ロータリーデー」が企画・開催されているのか、それぞれの取組を共有して頂く

ために、Web 版のガバナー月信でも掲載し披露をしていきます。各クラブや分区で開催された「ロータリーデー」

の内容について、300 字以内の文章と写真をガバナー事務所までメールでお送り下さい。 

また、RI でも「ロータリーデー」の様子をとらえた、写真や動画を募集しており、2019 年ドイツ・ハンブルグでの世

界大会で紹介する予定です。（ハッシュタグ＃Rotary Day）への投稿も併せてお願い致します。 

 



 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（370 号） 

 
「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の

資料室です。 
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し、皆様のご利用

に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資
料についてはコピーサービスも承ります。 

また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文
庫の「資料目録」を備えてありますので、  ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。 

 

 
講演より 

◎「２人のRI会長・4つの骨の物語」 渡辺好政 2018 2p （D.2690地区大会記念誌） 
◎「家族のきずな」 今井鎮雄 〔2002〕 9p （D.2510RYLAセミナー） 
◎「働く誇り」 矢部輝夫 〔2014〕 6p  （D.2510RYLAセミナー報告書） 
◎「大切なのは今」 黒川光博 2018 8p    （D.2590地区大会の記録） 
◎「輝いて生きる」 ジュディ･オング 2018 5p  （D.2780地区大会報告書） 
◎「グローバル化と自国第一主義」 池上 彰 2018 19p （D.2760地区大会記録誌） 
◎「関ヶ原から読み解く日本近代史～中国地方の德川400年」 德川家広 

2018 12p （D.2690地区大会記念誌）
◎「東海道新幹線とリニア中央新幹線」 葛西敬之 2016 8p  

（D.2760地区大会記録誌）
◎「『無言館』のこと－戦没画学生が伝えるもの」 窪島誠一郎 2018 12p 

（D.2590地区大会の記録）
◎「サービスの極意」 田崎真也 〔2018〕 24p （D.2530地区大会記念誌） 
 

ロータリー文庫 
〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3階 

TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506  http://www.rotary-bunko.gr.jp 

開館＝午前 10 時～午後 5 時  休館＝土・日・祝祭日 

ホームページから検索 http://www.rotary-bunko.gr.jp 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ガバナー月信は、地区と地区内クラブの

情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に

活かせてもらうため、情報収集に努めてい

ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ

ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、

同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演

会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、

福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ

ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少

年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロータ

ーアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー財

団、米山記念奨学会等の活動などの案内、

募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、

資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ

バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地

区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の

収集等、紙面の充実に努めてまいります。ご

協力をお願いします。 

2018-2019 年度 国際ロータリー第 2640 地区 オフィシャルホームページ 

http://rid2640g.com/kashihata/ 
2018-2019 年度 国際ロータリー第 2640 地区 facebook ページ 

https://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ 


